
広報
TABAYAMA

No.102

編集と発行 丹波山村役場総務課■山梨県北都留郡丹波山村890 TEL■0428-88-0211 FAX■0428-88-0207
E-mail■info@vill.tabayama.yamanashi.jp URL■http://www.vill.tabayama.yamanashi.jp/平成15年12月

11月11日（火）に丹波小学校体育館で、ＪＦＡキッズプログラム「巡回サッカー教室」が保育所児と丹波小児童を対象に実施
されました。当日は、雨が降り寒い日でしたが体育館の中は子どもたちのサッカーに対する熱意と迫力に圧倒され、またコーチ
の皆さんの指導によりどんどん上達していくのがわかり寒さを感じませんでした。この練習により丹波山サッカークラブから未来
のＪリーガーが誕生するかも…。なお、この教室は、ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブのご協力により開催されました。あり
がとうございました。

印刷・（株）少國民社

・上半期財政公表

・職員給与等の公表　　　　　　

・消防団員一日移動消防学校

・ふるさと農林業祭り

・第38回丹菅音楽祭　　　　　

主な内容
人口と世帯

（15年11月末現在）

人口 884人
男 430人
女 454人
世帯 382戸
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平
成
十
五
年
度
上
半
期
一
般
会
計
は
、
歳

入
が
六
億
六
五
〇
九
万
一
千
円
の
収
入
済
額

（
収
入
率
四
十
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
村
税
の
四
三
七
四
万
二

千
円
、
地
方
交
付
税
の
四
億
七
四
七
五
万
一

千
円
等
で
す
。

歳
出
は
、
支
出
済
額
四
億
三
三
八
一
万
一

千
円
（
支
出
率
二
十
六
・
三
％
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
の

六
四
九
五
万
九
千
円
、
公
債
費
の
一
億
六
四

七
万
一
千
円
等
で
す
。

平
成
十
五
年
度
上
半
期
特
別
会
計
は
、
収

入
済
額
が
三
億
六
一
三
二
万
円
（
収
入
率
四

十
四
・
〇
％
）、
支
出
済
額
が
三
億
七
二
四

四
万
一
千
円
（
支
出
率
四
十
五
・
三
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
歳
出
状
況
は
表

の
と
お
り
で
す
。

会　　計　　別 予 算 額 収入済額 収入率（%） 支出済額 支出率（%）
国民健康保険事業勘定 106,965 39,398 36.8 50,878 47.6
国民健康保険直診勘定 97,815 31,545 32.2 44,458 45.5
老　　人　　保　　健 142,708 77,095 54 78,749 55.2
簡　　易　　水　　道 16,802 2,331 13.9 5,188 30.9
水源の里保健休養施設 39,070 26,551 68 15,978 40.9
下　　　水　　　道 193,871 65,072 33.6 85,382 44
有線テレビ放送施設 5,008 2,818 56.3 1,357 27.1
教 育 奨 励 資 金 6,790 5,870 86.5 4,500 66.3
介　　護　　保　　険 53,522 22,590 42.2 19,255 36
温　　泉　　事　　業 159,500 88,050 55.2 66,696 41.8

計 822,051 361,320 44 372,441 45.3

科　　　目 予 算 額 収入済額
収入率
（%）

村　　　　　　税 67,486 43,742 64.8

地 方 譲 与 税 7,122 1,709 24

利 子 割 交 付 金 962 356 37

地方消費税交付金 6,003 5,339 88.9

特別地方消費税交付金 1 0 －

自動車取得税交付金 3,100 926 29.9

地方特例交付金 1,968 2,188 111.2

地 方 交 付 税 636,949 474,751 74.5

分担金・負担金 5,551 2,710 48.8

使用料・手数料 4,349 2,701 62.1

国 庫 支 出 金 33,791 1,400 4.1

県　支　出　金 265,498 2,576 1

財　産　収　入 1,480 613 41.4

寄　　付　　金 1 0 －

繰　　入　　金 179,000 0 －

繰　　越　　金 65,457 124,582 190.3

諸　　収　　入 108,352 1,498 1.4

村　　　　　　債 260,300 0 －

計 1,647,370 665,091 40.4

◇特別会計歳入歳出状況　　　　　　　　　 （H15.9.30現在　単位：千円）

◇一般会計歳入状況 （H15.9.30現在　単位：千円） ◇一般会計歳出状況 （H15.9.30現在　単位：千円）

科　　　目 予 算 額 支出済額
支出率
（%）

議　　会　　費 37,988 17,981 47.3

総　　務　　費 160,732 64,959 40.4

民　　生　　費 160,502 48,813 30.4

衛　　生　　費 66,273 22,623 34.1

農 林 水 産 業 費 463,190 56,269 12.1

商　　工　　費 61,195 17,667 28.9

土　　木　　費 229,115 11,001 4.8

消　　防　　費 102,196 40,314 39.4

教　　育　　費 128,275 47,783 37.3

災 害 復 旧 費 2 0 －

公　　債　　費 234,502 106,471 45.4

諸　支　出　金 1,400 0 －

予　　備　　費 2,000 0 －

計 1,647,370 433,881 26.3

特
別
会
計

一
般
会
計
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区　　　分
丹波山村 国

初　　任　　給 採用2年経過後 初　　任　　給 採用2年経過後

一般行政職（大学卒） 171,500円 185,600円 171,500円 185,600円

一般行政職（短大卒） 149,200円 161,000円 149,200円 161,000円

一般行政職（高校卒） 139,500円 149,200円 139,500円 149,200円

技能労務職（高校卒） 121,200円 128,700円 121,200円 128,700円

区　　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 合　計

標準的な職務内容 主　事 主　事 主　任 副主査 主　査
主幹・次長・ 困難主幹・

課　長
課長 次長・課長

職　　員　　数〔人〕 1 3 3 4 0 6 3 0 20

構　　成　　比〔％〕 5.0 15.0 15.0 20.0 0.0 30.0 15.0 0.0 100.0

5年前の構成比〔％〕 8.4 20.8 20.8 12.5 16.7 8.3 12.5 0.0 100.0

区　分
給料・報酬

期末手当支給割合
月額〔円〕

村　　　長 600,000 6月期　2.25月分

収　入　役 500,000 12月期　2.40月分

教　育　長 490,000 計　4.65月分

議　　　長 190,000 6月期　1.70月分

副　議　長 158,000 12月期　1.80月分

議　　　員 135,000 計　3.50月分

人口（H15.3.31現在） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 平成13年度人件費率

908人 1,608,940千円 247,954千円 15.4% 16.9%

職員数（A）
給　　与　　費 一人当たりの

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） 給与費（B/A）

26人 79,151千円 17,172千円 33,314千円 129,637千円 4,986千円

１級 5.0%

２級 15.0%

３級 15.0%

４級 20.0%
５級 0.0%

６級 30.0%

７級 15.0%

８級 0.0%

一般行政職級別構成比（H10）一般行政職級別構成比（H15）

１級 8.4%

２級 20.8%

３級 20.8%

４級 12.5%
５級 16.7%

６級 8.3%

７級 12.5%

８級 0.0%

平成14年度普通会計決算から

平成15年度普通会計予算から

◇職員の初任給の状況 （H15.4.1）

◇一般行政職の級別職員数の状況 （H15.4.1）

◇特別職の報酬等の状況

◇人件費の状況

※人件費には、特別職の給与・報酬なども含まれます。

◇職員給与費の状況

※職員手当には、退職手当を含まない。 ※給与費は当初予算に計上された額です。
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十
一
月
十
六
日
（
日
）

に
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、「
消
防
団
員
一

日
移
動
消
防
学
校
」
が

開
校
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
山
梨
県
消
防
学

校
か
ら
永
田
教
頭
と
二
名

の
教
官
を
お
迎
え
し
て
、

訓
練
礼
式
と
ポ
ン
プ
車
操

法
に
分
か
れ
て
、
厚
い
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

の
訓
練
は
、
来
年
一
月
十
八
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
る
「
丹

波
山
村
消
防
団
出
初
式
」
で
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
出
席
し
た
消
防
団
員
は
舩
木
団
長
以
下
二
十
八
名

で
、
昨
年
の
参
加
者
（
二
十
六
名
）
を
若
干
上
回
り
ま
し
た

が
、
全
団
員
の
半
数
に
満
た
な
い
出
席
率
で
し
た
。

▲ポンプ車操作「操法を開始します」

▲訓練礼式「気をつけ～」

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
の
生
活
の
中
に
は
火
災

の
原
因
と
な
る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

火
に
対
す
る
油
断
を
な
く
し
慎
重
に
火
と
付
き

合
い
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
、「
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ

災

い
へ
」
を
統
一
標
語
に
、
全
国
一
斉
に
「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
で
も
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
備
え
、
夜

間
の
村
内
巡
回
を
は
じ
め
、
消
防
器
具
の
点
検

等
を
計
画
し
、
村
の
防
災
の
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
火
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
思
い
起
こ

し
、
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
天
ぷ
ら
等
揚
げ
物
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
風
邪
の
強
い
時
は
、
た
き
火
を
絶
対
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
製
品
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
タ
バ
コ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
子
供
の
目
の
つ
く
と

こ
ろ
に
マ
ッ
チ
や
ラ

イ
タ
ー
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

昭和22年９月13日、丹波山村警
防団から「丹波山村消防団」に改編
し、昭和23年３月７日の消防組織法
施行により「自治体消防制度」が正
式に発足しました。それ以来五十五
年間、村民の生命、身体及び財産を
守るため郷土愛護の精神のもと昼夜
の別なく幾多の災害と闘いを繰り返
しながら、たゆまぬ努力によって、
今日の消防防災体制を維持してまい
りました。
しかし村の過疎化・高齢化の進行

により今後団員数の確保が大変難し
い状況が予想されます。すなわち消
防団活動に支障が出る恐れがある事
を意味します。団員確保のため村民
の皆様の一層のご理解とご協力をい
ただき、消防団活動を支えていただ
きますようよろしくお願いします。
「自分たちの地域は自分たちで守る」
という基本精神を村民一人ひとりが
持っていただきみんなが消防団員に
なった気持ちで丹波山村を守ってい
きましょう。
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十
一
月
九
日
（
日
）
は
「
第
四
十
三
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
」
の
投
票
日
で
し
た
。

当
日
は
肌
寒
く
雨
が
降
り
出
す
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
当
日
有
権
者
数
七
八
四
人
に

対
し
投
票
者
数
六
二
六
人
、
投
票
率
七
十

九．

八
五
％
。
山
梨
県
内
の
投
票
率
が
六
十

五．

三
八
％
だ
っ
た
の
で
丹
波
山
村
は
投
票

率
が
高
い
市
町
村
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、当
日
の
有
権
者
は
七
八
四
人
、丹
波

山
村
の
人
口
は
十
一
月
二
十
一
日
現
在
八
八

四
人
。
単
純
に
引
き
算
を
す
る
と
一
〇
〇
人

が
選
挙
権
が
無
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
年
齢
満

二
十
年
以
上
の
日
本
国
民
で
、
三
箇
月
以
上

丹
波
山
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
、一
〇
〇
人
が
す
べ
て
二

十
歳
未
満
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
丹
波
山
村
の
〇
歳
か
ら
二
十
歳
未
満
の

方
は
約
一
〇
〇
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
丹
波
小
学
校
の
児
童
数
は
、
三
十
五

名
。
今
の
一
年
生
が
六
年
生
に
な
る
平
成
二

十
年
に
は
児
童
数
二
十
九
名
。
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
学
年
が
若
く

な
る
ほ
ど
児
童
数
が
減
っ
て
い
る
の
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
山
梨
県
に
は
「
公
立

小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等

に
関
す
る
規
則
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
あ

る
一
定
の
児
童
数
以
下
の
場
合
「
複
式
学

級
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
現
在
も
こ
の

規
則
に
従
う
と
複
式
学
級
の
学
年
が
存
在
す

る
の
で
す
が
村
で
お
願
い
を
し
て
い
る
先
生

（
村
単
教
員
）
が
一
名
お
り
ま
す
の
で
単
式

学
級
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
の

ま
ま
で
は
平
成
二
十
年
に
は
村
単
教
員
が
今

以
上
に
必
要
に
な
り
、
複
式
学
級
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

子
供
は
本
当
に
貴
重
な
宝
物
で
す
。

平
成
二
十
年
度
の
丹
波
小
学
校

0

10

20
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40
（人）

8 7 7 5 3 5

35

2
5 3

6 5
8

29

小学１年生２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 児童数

平成15年度
平成20年度

平成15年度と平成20年度の丹波小児童数

※なお、平成15年度の児童数は平成15年11月21日現在。平成20年度
の児童数は平成15年11月21日現在の住民基本台帳上に記載されて
いる数値を使っています。

①「のめこい湯」の営業時間が変わっています。
11月１日～３月31日までの間、次のように営業します。
営業時間 午前10時～午後７時

（最終受付は午後６時まで）
※12月29日～31日→午前10時～午後５時
（最終受付は午後４時まで）

定 休 日 毎週木曜日〔祝祭日の場合翌日〕
※１月１日（木）は営業し、
１月２日（金）を休業します。
※レストランは、12月30日～１月１日を
休業します。

入 浴 料 村内大人３時間まで300円　
村内子供３時間まで100円

〈尚、都合により営業時間等が変更になることがあります。〉

②「農林産物直売所」の営業時間が変わっています。
11月１日～３月31日までの間、次のように営業します。
営業時間 午前10時～午後４時30分
定 休 日 毎週木曜日〔祝祭日の場合翌日〕

※12月30日～１月１日を休業します。
〈尚、都合により営業時間等が変更になることがあります。〉

③「大抽選会」を実施します。
日　　時 平成16年１月１日（木）午前10時～午後７時

（最終受付は午後６時まで）
ただし、先着700名までとします。
当日は、平常どおり入浴券を購入していただき、入浴
後退館時に入浴券の枚数分だけ抽選ができます。ぜひ、
この機会に丹波山温泉「のめこい湯」をご利用ください。

丹波山温泉「のめこい湯」をご利用いただき、ありがとうございます。
村民の皆様にお知らせいたします。

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
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日
頃
か
ら
様
々
な
手
芸
に
親
し
ん
で
い
る

グ
ル
ー
プ
が
集
う
「
み
ん
な
の
手
芸
展
」
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
出
展
グ
ル
ー
プ
を
募
集

し
ま
す
。

◇
展
示
日
時

平
成
十
六
年
二
月
下
旬
か
ら

五
日
間
（
予
定
）

◇
出
展
作
品

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

編
み
物
　
織
物
　
粘
土

細
工
　
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
　
陶
芸
　
ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー

ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー

造
形
盆

栽
　
ち
ぎ
り
絵
　
切
り
絵
　
押
し
花
　
リ
ー

ス
な
ど

◇
展
示
場
所

山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー

富
士
吉
田
市
上
吉
田
二
二
七
七
―
三

◇
連
絡
先

（
財
）
山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
（
０
５
５
５
―
２
４
―
４
４
０
６
）

や
ま
な
し
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
と
は

ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
か
ら
、
県
民
、
事
業
者
自
ら
が
「
で

き
る
こ
と
」、「
す
で
に
行
っ
て
い
る
こ
と
」

を
選
択
し
、
そ
の
実
践
を
社
会
に
向
け
て
宣

言
、
登
録
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
登
録

さ
れ
た
宣
言
者
の
数
や
事
業
者
の
取
り
組
み

内
容
な
ど
は
継
続
的
に
公
表
し
て
い
き

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
応
じ
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
あ
ら
た
め
て
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
振
り

返
り
な
が
ら
家
族
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
ご

み
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ご
み
の
減
量
を
宣

言
、
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
活
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
方
、

み
な
さ
ん
の
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
が
大
き
な
流

れ
と
な
り
、
ご
み
減
量
の
環
（
わ
）
を
全
県

に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

登
録
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
登
録
用
紙

が
役
場
住
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
一
人

で
も
多
く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場

住
民
課
へ

（
０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１
）

診
療
所
（
内
科
）
の
診
療
時
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
休
診
で
す
。
急
に
具
合

の
悪
く
な
っ
た
方
は
役
場
に
連
絡
し
、
常
備

消
防
の
指
示
を

受
け
て
下
さ
い
。

※
胃
カ
メ
ラ
や

超
音
波
診
断

（
エ
コ
ー
）
の

診
察
を
希
望
す

る
方
は
、
一
度

診
療
所
に
受
診

し
て
い
た
だ
き

医
師
の
指
示
を

受
け
て
下
さ
い
。

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日
に
児
童
福
祉

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
保
育
士
の
登
録
を
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
役
場
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１
）

保 育 士 登 録 申 請 の 方 法 等

登　録　先

申　請　先

登録申請時の
提 出 書 類

登録手数料

申請の方法

保育士登録の
問い合わせ先

指定保育士養成施設卒業者　→　申請時点の住所地の都道府県知事
保 育 士 試 験 合 格 者　→　合格地の都道府県知事

登録先は上記の通りですが、登録申請は、登録事務処理センターに郵送して
ください。なお、受付は平成15年5月から行う予定です。

●保育士登録申請書
●保育士資格証明書もしくは一部科目合格証明書（全科目分）
●郵便振替払込受付証明書
　　※また、婚姻等により氏名が保育士資格証明書と異なる方は、上記提出書類
　　　のほか、戸籍抄本又は戸籍一部事項証明書が必要となります。

４，２００円（国で定める標準額であり、最終的には都道府県の条例で定められます。）

平成15年5月以降に、下記の所で「保育士登録の手引き」を入手し、記入
方法に従い必要書類に記載し提出書類を添えて、申請を行ってください。

登録事務処理センター
〒150-0002　東京都渋谷区渋谷１丁目１番８号　青山ダイヤモンドビル

登録案内専用電話：0120-041943（祝日を除く月曜日から金曜日の10時から18時まで）
音声案内及びFax：03（5485）3133（終日）
ホ ー ム ペ ー ジ：http://www.hoikushi.jp

ほ い く しさん

県
民
文
化
祭
（
第
十
回
み
ん
な
の

手
芸
展
）
参
加
者
募
集

保
育
士
の
登
録
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う

や
ま
な
し
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言

診
療
所
（
内
科
）
か
ら
お
知
ら
せ

曜日 午　前 午　後

月 9：00～11：30 急患・往診

火 9：00～11：30 急患・往診

水 鴨沢出張診療 休　診

木 9：00～11：30 急患・往診

金 9：00～11：30 急患・往診
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■
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
所
得
税
の
　

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
！

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
所
得
税
の
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

作
成
し
た
申
告
書
を
税
務

署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇
利
用
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

申
告
書
を
正
し
く
出
力
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
次
の
こ
と
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
の
使
用

・
プ
リ
ン
タ
設
定
の
確
認
（
画
面
に
指
示
し

た
が
っ
て
確
認
）

・
印
刷
後
に
正
し
く
印
刷
で
き
た
か
の
確
認

（
画
面
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
確
認
）

・
印
刷
す
る
紙
は
、
Ａ
４
普
通
紙
（
Ｐ
Ｐ

Ｃ
用
紙
又
は
Ｏ
Ａ
共
用
紙
）
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。（
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
専
用
紙

は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
）。

◇
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.nta.go.jp

■
改
正
消
費
税
法
説
明
会

◇
開
催
日
時

平
成
十
六
年
一
月
二
十
八
日
（
木
）

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

◇
開
催
場
所

大
月
市
民
会
館
四
階
視
聴
覚
室

大
月
市
御
太
刀
二
―
一
一
―
二
三

（
０
５
５
４
―
２
２
―
４
８
１
１
）

■
そ
ろ
そ
ろ
確
定
申
告
の
準
備
を

◇
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

・
一
般
の
方

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
、
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
方
、
不
動
産
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
及

び
株
式
を
譲
渡
し
た
方
な
ど
で
、
平
成
十
五

年
中
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所
得

控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
を
基
礎
と
し
て
計

算
し
た
税
額
が
、
配
当
控
除
額
と
定
率
減
税

額
な
ど
と
の
合
計
額
よ
り
多
い
方

・
給
与
所
得
の
あ
る
方

①
給
与
収
入
が
二，
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
方

②
給
与
を
一
箇
所
か
ら
受
け
て
い
る
方
で
、

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超

え
る
方

③
給
与
を
二
箇
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
方

で
、
従
た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所

得
以
外
の
所
得
と
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
方

④
給
与
所
得
者
で
雑
損
控
除
・
医
療
費
控

除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受

け
る
方
、
ま
た
年
の
中
途
で
退
職
し
て
年

末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

◇
受
付
開
始
は

・
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日

（
月
）
か
ら
三
月
十
五
日
（
月
）
で
す
。

・
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
二
日

（
月
）
か
ら
三
月
十
五
日
（
月
）
で
す
。

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
申
告
と
納
税
は
三
月
三
十
一
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

（
な
お
、
大
月
税
務
署
で
は
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
は
閉
庁
。）

「
税
を
知
る
週
間
」
は
、
国
民
各
層
、

特
に
日
頃
税
に
な
じ
み
の
薄
い
主
婦
層

や
給
与
所
得
者
層
及
び
児
童
・
生
徒
に

対
し
、
税
の
意
義
（
必
要
性
）
及
び
役

割
（
使
途
）
並
び
に
税
務
行
政
の
現
状

を
正
し
く
か
つ
容
易
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
集
中
し
た

広
報
広
聴
施
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
納
税
者
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
双
方
向
の
情
報
交
換
を
通
じ
て

国
民
の
税
務
行
政
へ
の
信
頼
を
高
め
、

申
告
納
税
制
度
の
更
な
る
定
着
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
期
間
は

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
十
七
日
ま

で
の
一
週
間
で
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
税

は
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な

も
の
で
す
。
ど
う
か
村
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
他
の
税
金
の
納
期
限
内
納
税
に
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成５年度

平成14年度

0

20,000

40,000

60,000

80,000
（千円）

28,421

4,058

24,802

636
5,325

0

63,242

23,029

2,840

23,285

1,160 4,593

20,709

75,616

村民税（個人）村民税（法人） 固定資産税 軽自動車税 たばこ税 入湯税 村税合計

平成5年度と平成14年度の村税

大
月
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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◇
採
用
予
定
人
数

生
活
指
導
員
　
一
名
（
正
規
職
員
）

調
理
員
　
　
　
一
名
（
正
規
職
員
）

◇
勤
務
地

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽
生
園

（
所
在
地
　
上
野
原
町
）

◇
受
験
資
格

昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高

等
学
校
を
卒
業
（
平
成
十
六
年
三
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）
以
上
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
資
格
を
有
す
る
方
。（
地
方
公
務
員
法

第
十
六
条
の
欠
格
条
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
、
ま
た
は
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い

方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。）

◇
受
付
期
間
等

平
成
十
六
年
一
月
五
日
か
ら
一
月
三
十
日

ま
で
に
受
験
申
込
書
に
履
歴
書
を
添
付
し

て
、
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
総
務
課
ま
で
持

参
の
う
え
、
提
出
し
て
下
さ
い
。（
受
験
申

し
込
み
書
は
、
一
月
五
日
よ
り
山
梨
県
東
部

広
域
連
合
総
務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

受
付
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

（
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
く
）

◇
試
験
日
及
び
会
場

試
験
日

平
成
十
六
年
二
月
十
六
日
（
月
曜
日
）

試
験
場
所

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽
生
園

会
議
室

◇
試
験
の
方
法

個
別
面
接
試
験

◇
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
総
務
課

都
留
市
田
野
倉
一
一
三
〇
番
地

（
０
５
５
４
―
４
５
―
６
８
０
１
）

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽
生
園

北
都
留
郡
上
野
原
町
大
倉
三
十
番
地

（
０
５
５
４
―
６
３
―
０
９
７
１
）

■
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
・
「
架
空
請
求
」
・

「
新
手
の
恐
喝
事
件
」
多
発
！

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
は
、
お
孫
さ
ん
や
そ

の
友
達
に
な
り
す
ま
し
て
電
話
を
か
け
て
き

て
「
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
か
ら
、
急
い
で

お
金
が
必
要
に
な
っ
た
。
す
ぐ
振
り
込
ん
で

欲
し
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、
お
年
寄
り
を
驚

か
せ
、
銀
行
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る

も
の
で
、
身
内
や
ご
家
族
を
思
う
お
年
寄
り

の
気
持
ち
に
つ
け
込
ん
だ
悪
質
な
手
口

で
す
。

「
架
空
請
求
」
は
、
債
権
回
収
業
者
の
名

を
語
り
、「
最
終
通
告
」「
入
金
し
な
け
れ
ば

会
社
や
自
宅
ま
で
回
収
し
に
行
く
」「
手
荒

い
手
段
・
強
制
回
収
」
等
を
内
容
と
す
る
ハ

ガ
キ
や
電
話
に
よ
っ
て
、
お
金
を
だ
ま
し
取

る
も
の
で
す
。

「
新
手
の
恐
喝
事
件
」
は
、「
事
故
を
起

こ
し
、
息
子
を
預
か
っ
て
い
る
。
修
理
代
を

振
り
込
め
」
な
ど
と
、
う
そ
の
電
話
を
か
け

て
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
質
事
案
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
、
迷
っ
た
り
、
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
、
慌
て
ず
に
、
必
ず
家
族
や
警

察
、
役
場
等
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫

と
思
わ
な
い
事
が
大
切
で
す
。

上
野
原
警
察
署

（
０
５
５
４
―
６
３
―
０
１
１
０
）

丹
波
駐
在
所
（
８
８
―
０
２
１
０
）

■
一
月
十
日
は
1
1
0
番
の
日
で
す

警
察
で
は
、
正
し
い
１
１
０
番
の
利
用
に

つ
い
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
１
０
番
通
報
は
、
み
な
さ
ん
と
警
察
と

を
結
ぶ
「
絆
」
と
し
て
犯
罪
の
早
期
解
決
や

被
害
者
の
救
護
等
に
大
変
な
威
力
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
１
１
０
番
が
、
い
た
ず
ら
電
話

や
間
違
い
電
話
、
急
を
要
し
な
い
相
談
事
な

ど
の
電
話
で
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
う
と
緊
急
の

場
合
に
、
１
１
０
番
が
使
用
で
き
な
く
な
り

支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
正
し
い
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
は

・
何
が
あ
っ
た
か

（
交
通
事
故
、
泥
棒
な
ど
）

・
い
つ
、
ど
こ
で

（
時
間
、
場
所
、
近
く
の
目
標
）

・
ど
ん
な
事
が
（
事
件
事
故
の
様
子
）

・
犯
人
、
負
傷
者
は

（
人
数
、
人
相
、
服
装
、
逃
走
手
段
）

・
あ
な
た
の
住
所
、
お
名
前

を
、
落
ち
着
い
て
お
話
し
て
下
さ
い
。

緊
急
以
外
の
困
り
事
な
ど
の
相
談
は
、
＃

９
１
１
０
に
お
か
け
下
さ
い
。
あ
な
た
の
相

談
に
親
身
に
な
っ
て
お
応
え
し
ま
す
。

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
職
員
募
集
に

つ
い
て

も
う
す
ぐ
平
成
十
六
年
。
年
が
明
け
て
最

初
の
行
事
が
「
平
成
十
六
年
丹
波
山
村
成
人

式
」
で
す
。

新
成
人
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
三
名
、
女
子
三
名
の
合
計
六
名
で

す
。
村
内
外
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
六
名
が
生

ま
れ
育
っ
た
丹
波
山
村
で
一
緒
に
成
人
の
お

祝
い
が
で
き
る
よ
う
「
成
人
の
日
」
よ
り
一

足
早
く
一
月
二
日
（
金
）
に
成
人
式
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

丹
波
山
村
の
将
来
を
担
う
大
切
な
新
成
人

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

平
成
十
六
年
新
成
人
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

橋
詰
　
ち
え
（
高
　
尾
）
武

舩
木
　
政
和
（
押
垣
外
）
政
行

舩
木
　
弘
允
（
保
之
瀬
）
由
正

酒
井
　
　
望
（
中
　
組
）
重
幸

岡
部
　
千
秋
（
押
垣
外
）
薫

岡
部
　
大
輔
（
押
垣
外
）
政
幸

駐
在
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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十
一
月
十
三
日
（
木
）
大
月
市
民
会
館

に
お
い
て
、
守
ろ
う
地
域
ぐ
る
み
で
我
が
郷

土
を
テ
ー
マ
に
「
北
都
留
ゆ
う
ゆ
う
農
業
者

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
域
で
取
り

組
む
鳥
獣
害
対
策
の
実
践
と
方
策
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
丹
波
山
村
か
ら
木
下
栄
和

さ
ん
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
。
ま
た
農
産

物
品
評
会
の
表
彰
式
で
は
、
優
秀
賞
（
葉
菜

部
門
）
に
守
屋
金
吾
さ
ん
、
優
秀
賞
（
果

菜
・
根
菜
部
門
）
に
芦
澤
友
武
さ
ん
、
橋
詰

金
一
さ
ん
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
住
民
に
東
部
広
域
地
域
（
大
月
市
、

都
留
市
、
上
野
原
町
、
小
菅
村
、
道
志
村
、

秋
山
村
、
丹
波
山
村
）
の
施
設
等
を
視
察
す

る
機
会
を
与
え
、
地
域
間
の
相
互
理
解
と
地

域
間
交
流
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
十
月
十
六
日
（
木
）
に
「
圏
域
ふ
れ
あ

い
探
険
バ
ス
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
葛
野
川

Ｐ
Ｒ
館
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
、
道
の
駅
ど

う
し
、
あ
き
や
ま
温
泉
等
を
視
察
し
、
地
元

の
担
当
者
や
施
設
で
働
く
方
か
ら
い
ろ
い
ろ

説
明
を
聞
い
て
そ
の
地
域
の
様
子
な
ど
を
勉

強
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

昨
年
に
続
き
見
事
優
勝

十
月
九
日
（
木
）
河
口
湖
町
の
河
口
湖
町

民
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十

六
回
平
成
十
五
年
度
赤
十
字
奉
仕
団
員
等
災

害
救
護
訓
練
大
会
」
に
丹
波
山
村
赤
十
字
奉

仕
団
を
含
む
二
十
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
昨

年
に
続
き
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
丹
波
山
村

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
大
き
な
災
害
に
際
し
、
各
種
救
護
活

動
を
組
織
的
に
訓
練
し
、
万
一
に
備
え
必
要

な
技
能
と
迅
速
な
行
動
力
を
養
う
た
め
に
結

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
赤
十
字
奉
仕
団
は
、

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
役
場
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

圏
域
ふ
れ
あ
い
探
険
バ
ス

や
っ
た
ね
！

丹
波
山
村
赤
十
字
奉
仕
団

北
都
留

ゆ
う
ゆ
う
農
業
者
の
つ
ど
い

▲優勝おめでとう ▲道の駅どうしで「ハイ、ポーズ」

11月18日（火）丹波山保育所において、保育所児と就学前の乳幼児を対象
に「ききみみずきん おはなしの会」が行われました。当日の講師は古屋浩子
さん（診療所の古屋医師の奥さん）にお願いし、手袋人形劇や絵本、わらべ
うた等で楽しみました。

▲みんな真剣に聞いてるね。▲講師の古屋浩子さん
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いちばんの特効薬は予防！ウイルスを寄せつけない防衛策は？

3大栄養素（糖質、た

んぱく質、脂質）のほ

か、ビタミン、ミネラ

ル、食物繊維などをバ

ランスよく。外食が続

くと野菜不足になりが

ちなので、サプリメン

トや野菜ジュースなど

でも、とにかく積極的

に補給を。

かぜは手による接触感染がほ

とんど。外から帰ったら手を

洗い、せっけんがない場合は、

必ず20秒以上流水で流しま

しょう。

インフルエンザウイルスや、冬に流行するカゼウイ

ルスが活発になるのは、低温で乾燥した環境。

SARSウイルスも同じようです。

室温20℃、湿度50％以上にすると、インフルエン

ザウイルスの生存率は約5％にまで落ちます。加湿

器などで適度な湿度を保ちましょう。

マスクは他人の飛沫を吸い込むのも、自分の飛沫が

飛び散るのも防ぎます。また、入ってくる空気を湿

らせて、ウイルスを弱らせます。

人から人へ感染するウイルスは当然、人で混み合っ

ているところにたくさん存在します。

体や脳の疲れをとるの

に最も大切なことは休

養。その代表が睡眠で

す。質のよい睡眠と、

生活のリズムを整える

ために、なるべく午前

0時前に床につくよう

にしましょう。

冬は、寒さで血管が収

縮して血行が悪くな

り、免疫力も低下しが

ち。ウイルスヘの抵抗

力を維持し、かぜをひ

きにくい体を保つため

には、適度な運動を続

け、血行を

よくして

おきま

しよう。

ストレスにさらされ続

けると、免疫力が低下

します。ストレスは、

休養や気分転換で早め

に解消を。体を動かし

たり、音楽を聴いたり、

自分なりのストレス解

消法をみつけましょう。

免疫力強化法

食 事 睡 眠 運 動 リラックス

温度・湿度対策

外から帰ったらうがいをして、

のどについたウイルスを洗い

流しましょう。

人ごみに行かない
うがい

マスク

手洗い

体が冷えると血液の循環が悪

くなり、抵抗力を弱めること

に。

体を冷やさない
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10月５日（日）交流促進センター広場で「ふるさと農林業祭り」が、秋晴
れのなか盛大に行われました。恒例の丸太切り大会を始め、風船早割り競争、
子どもたちの「宝さがし」などさまざまな競技を実施し、また祭小春さん他
の歌謡ショーで楽しみ、キノコ汁で体を温め、最後に全員参加のビンゴ大会
で和やかな一日が終わりました。

▲丸太切り大会
「美奈子さん、がんばれ」

▲祭小春歌謡ショー

t
も
う
す
ぐ
風
船
が
割
れ
ま
〜
す

s
マ
イ
タ
ケ
売
っ
て
く
れ
〜

▲和やかな一日でした ▲丹波のブンブン丸だ～
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▲青柳
あおやぎ

拓真
た く ま

くん（２歳）
生年月日 平成13年11月26日

（奥秋・幸男さん）

▲大河
おおかわ

龍弥
りゅうや

くん（２歳）
生年月日 平成13年５月18日
（奥秋・和教さん）

村民総参加のもと、スポーツ
レクリエーションを通して、地
域の連帯と住民相互の親睦を
深め、楽しく明るい地域社会を
つくることを目的に、10月13日
（月）に村民グラウンドにおいて、
「村民体育祭」が行われました。
０歳から保育所児までを対象
にした「お宝ゲット」をはじめ、子
供から高齢者までが楽しめる
競技を行い、みんなで汗をかい
て、笑って、興奮して楽しく親
睦を深めることができました。

10月29日（水）に第38回丹菅音楽祭が
丹波中学校体育館において、丹波小学校
（児童数35名）・小菅小学校（児童数70
名）・丹波中学校（生徒数20名）・小菅中
学校（生徒数19名）の児童・生徒・教職
員が一同に集まって開催されました。み
んな元気に合唱や合奏、輪唱などを発表
し、所々に劇を交えながら日頃の練習成
果を十分発揮していました。当日は父兄
の方々をはじめ、たくさんのご近所の皆
さんに集まっていただき、一緒に歌って、
一緒に笑って、時たま驚いた楽しい発表
会でした。

▲よ～い、ドン

▲「心の瞳」を熱唱する丹波中

丹波小のみんな なかよし物語s


